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暖房技術が集結。展示会・セミナーともに盛況裡に終了しました。
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ごあいさつ  

一般社団法人　日本冷凍空調工業会

会長　本郷　一郎

HVAC&R JAPAN 2016を終えて

　HVAC&R JAPAN 2016（第39回冷凍･空調･暖房展）は、去る平成28年2月23日（火）より26日（金）の4日間
にわたり、東京ビッグサイトにて開催され、盛況裡に終了いたしました。
　冷凍空調業界における我国最大規模のトレードショーとして、国内のみならず海外からも多くのお客様が
ご来場され、世界最高水準の技術をご覧いただく場に相応しい展示会にすることができました。これもご参
加いただきました企業･団体の皆様に、積極的なご提案･展示をいただいた成果であり、また冷凍･空調機器
に関心の高いユーザーの皆様にご参集いただいたことによるものと、心より厚く御礼申し上げます。

　さて、今回まず印象に残ったのが各社展示ブースで、ヒートポンプの産業用･寒冷地･その他多様な用途へ
の拡大技術や、各種センサ･マネージメントシステムなどの制御との組み合わせ技術、それらの活用による省
エネ性･快適性の追及や多様なエネルギー源の利用など、機器の省エネや節電が主体であった従来技術の範
疇から大きく拡大しつつあることに強く感銘を受けました。冷凍空調分野の今後の技術の発展が大いに期待
できるのではないでしょうか。また、新たなビジネスチャンスを広げる新技術や機器が多く展示･提案され、来
場されたお客様からの高い関心を集めていたことも心に残りました。
　更に、これまでも好評をいただいている著名な講師による「基調講演」「一般講演」に加え、今回は「特別
企画」として海外の識者による海外各国の最新動向に関する講演も開催し、中には事前申込で満席となり、
当日会場でキャンセル待ちの列ができるほどだったと伺っています。
　こうした結果、出展企業は海外41社を含め188社、出展小間数は734小間となり、出展企業数･小間数とも
過去最大の規模となり、来場者数も27,383名と多くの皆様にお越しいただくことができました。
　今回の「HVAC&R JAPAN 2016」では「さあ、グッ度な未来の冷熱技術を見に行こう」をテーマスローガ
ンに、当工業会が取扱う最新の機器･システム及び省エネ技術･新冷媒技術･エネルギーマネージメント技術に
より、環境配慮型社会の実現に大きく寄与することを紹介させていただきました。国内における「フロン排出
抑制法」の完全施行、COP21における「パリ協定」の成立など、気候変動対策への関心が高まる中でこのよ
うな実績を残せたことは、冷凍空調業界に身を置く一人として誠に喜ばしく、一方で、今まで以上に高まる世
の中からの期待に応えていかなければならないとの気持ちを改めて感じ、身が引き締まる思いです。今後も
冷凍･空調･暖房分野や新たなヒートポンプ技術の適用分野拡大などで、エネルギーの有効利用と地球環境
保護など、社会への貢献をより一層進めてまいります。

　最後に、このような大成功を収めることができましたのも、ひとえに出展各社をはじめ、関係官庁、協賛団
体･学会、ならびに報道機関、そしてご来場いただいた多くのお客様のご支援、ご協力の賜物と深く感謝申し
上げます。加えて、次回の「HVAC&R  JAPAN 2018」は開催会場を幕張メッセに移しますので、より多くの
企業･団体の皆様のご支援、ご協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げ、挨拶に代えさせていただきます。
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ウレタンフォーム工業会
公益社団法人 空気調和・衛生工学会
一般社団法人 建築設備技術者協会
一般財団法人 省エネルギーセンター
一般財団法人 新エネルギー財団
一般社団法人 全国建設業協会
一般社団法人 ソーラーシステム振興協会
一般社団法人 電気設備学会
一般社団法人 日本エレクトロヒートセンター
一般社団法人 日本ガス石油機器工業会
公益社団法人 日本空気清浄協会
一般財団法人 日本空調冷凍研究所
一般社団法人 日本産業機械工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本設備設計事務所協会
日本暖房機器工業会
一般社団法人 日本電気計測器工業会
一般社団法人 日本熱供給事業協会
日本フォームスチレン工業組合
一般社団法人日本保温保冷工業協会
日本床暖房工業会
公益社団法人 日本冷凍空調学会
一般社団法人 日本冷凍食品協会
発泡スチロール協会
一般社団法人 プレハブ建築協会
一般財団法人 家電製品協会

一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構
高圧ガス保安協会
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合
開発機構
一般社団法人 新日本スーパーマーケット協会
全国電機商業組合連合会
電気事業連合会
一般社団法人 電子情報技術産業協会
一般社団法人 日本ガス協会
一般社団法人 日本機械工業連合会
一般社団法人 日本空調衛生工事業協会
一般社団法人 日本建設業連合会
一般社団法人 日本食品機械工業会
一般社団法人 日本自動販売機工業会
一般社団法人 日本太陽エネルギー学会
日本チェーンストア協会
一般社団法人 日本電機工業会
一般社団法人 日本バルブ工業会
日本フルオロカーボン協会
一般社団法人 日本ボイラ協会
日本冷却塔工業会
一般社団法人 日本冷凍空調設備工業連合会
一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構
一般財団法人 ヒートポンプ･蓄熱センター

（50音順）

  協　　　  賛     : 

 展示会名称 
�

：　HVAC&R JAPAN 2016 （ヒーバックアンドアールジャパン） 
   　第39回冷凍・空調・暖房展

 会 期 ：　2016年2月23日（火）～26日（金） 10:00～17:00（最終日は 16:00まで）

 会 場 ：　東京ビッグサイト東1・東2ホール

 主 催 ：　一般社団法人日本冷凍空調工業会

 後 援 ：　経済産業省

 展示会規模 ：　188社 / 734小間

 入 場 料 ：　1,000円（事前登録もしくは招待状持参で無料）

開催概要  
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  業種・職種・年齢内訳と海外からの来場者

開催日 天候 来場者数

2月23日（火） くもり 5,867人

2月24日（水） くもり 7,774人

2月25日（木） 晴 7,721人

2月26日（金） 晴 6,021人

合　計 27,383人
登録受付風景

業種内訳

職種

海外来場者

① 官公庁・自治体・団体・教育/研究機関 等
② 建設業・設計・施工・工務店
③ 設備・電気・管工事業・保守/関連サービス業
④ 冷凍空調暖房機器メーカー・関連機器メーカー
⑤ 商社・代理店・流通・小売業・卸売業
⑥ 電力・ガス・エネルギー事業者
⑦ 報道・メディア・出版・他プレス関連
⑧ 一般（製造業）
⑨ 一般（非製造業）
⑩ VISITOR（その他）

無回答 0.1%
その他 7.4%

学生 0.7%
広報・マーケティング・
総務・経営企画 4.9%

品質・技術管理・
検査 3.4%

施工・生産・製造 9.1%

設計 13.2%

研究・開発 6.7%

営業・販売 41.4%

経営者・役員 13.1%

① 2.5%
② 11.3%

③ 23.1%

④ 22.5%

⑤ 18.9%

⑥ 5.3%
⑦ 0.7%

⑧ 9.5%
⑨ 1.8%

⑩ 4.4%

35ヶ国・地域／ 1132名

ヨーロッパ 2.1% 北米 2.2%
  アメリカ
  カナダ

 中東 1.0%
イラン
アラブ首長国連邦
イスラエル
イラク
レバノン

 南米 0.3％
ブラジル
パナマ

 アジア・
 オセアニア 94.4％
韓国 .......................42.6%
中国 .......................25.1%
台湾 .......................12.8%
インドネシア ........... 3.2%
タイ ......................... 3.1%
マレーシア............... 2.7%
香港 ......................... 1.9%
シンガポール ........... 0.8%
フィリピン............... 0.7%
ベトナム .................. 0.6%
インド...................... 0.4%
オーストラリア ....... 0.2%
ニューカレドニア.... 0.2%
カンボジア............... 0.1%
バングラデシュ ....... 0.1%
ミャンマー............... 0.1%

イギリス
イタリア
ドイツ
スウェーデン

ハンガリー
クロアチア
スイス

チェコ
フランス
ベルギー

来場者概要  

  来場者数 4日間合計 27,383人（前回実績 27,516人）
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会場図  
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協栄産業

シモヤマ

エア・リキード工業ガス

日電工業

日本
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アトムズ

オリオン機械

古河
テクノマテリアル

Robinair/
ROBINAIR

ホクエイ

江洋
ラヂエーター

スイデン

日比谷
総合設備

安川電機

サンコー

環境省フロン対策室

日本盾安国際

MYUNG JIN

ITAP

ZHEJIANG HONGSEN MACHINERY

WITTY MATE
CORPORATION

日本デコラックス

GUANG DONG HANGJI METAL
PRODUCT INDUSTRIES

Yantai Henghui Copper Industry

ZHEJIANG SELENO
SCIENCE AND
TECHNOLOGY

エヌ・エス・シー 日本キスラー

東京ブレイズ

DESICCANT ROTORS INTERNATIONAL ZHEJIANG GOLDENSEA ENVIRONMENT TECHNOLOGY

NANJING TICA
AIR-CONDITIONINGWOLONG

ELECTRIC
GROUP

Mueller
Refrigeration

星朋
商工

日本熱供給
事業協会

アオホンケミカルジャパン・SARE

イズミシステム
設計

昭和鉄工

原製作所

商談コーナー

ラウンジ

中国制冷展 2016

タイロン

商談
コーナー

シュナイダー
エレクトリック

潮

Giacomini Asia-
Pacific Limited

ナスコフィッティング

内田洋行ITソリューションズ

パナソニック インフォメーションシステムズ

プレゼンテーション
ステージ

横浜油脂工業

クボタ
電気機器開発営業部/

クボタ空調
クボタシーアイ

Legend Lifestyle
Products

CALEFFI

MDI 西日本 カナオカ
機材

ダイアン・サービス フリアーシステムズジャパン

ジール・アベッグ・ジャパン

Sapa Precision Tubing (Suzhou) 

ケマーズ/三井･デュポンフロロケミカル

SHECCO JAPAN

ANHUI ZHONGHUI REFRIGERATION/
QINGDAO KAITUO LONGHAI REFRIGERATORY ACCESSORY

Energy & Utility Innovation!
ENEX / Smart Energy Japan / 電力・ガス新ビジネスEXPO2017

AIKO CLAMP
BLYGOLD JAPAN

VIR-Valvoindustria
Ing.Rizzio

OventropAJ

Bo Sung silicone

IVAR

Korea Refrigeration and
Air-conditioning Industry Association

ラウンジ

ZIBO HUANXIN HOUSEHOLD
ELECTRIC APPLIANCE COMPONENT

DANDONG TIANHAO
CLARIFICATION MATERIAL

フルタ電機

熱産業
新聞社

日本冷凍空調学会
サンロード

五島
冷熱

2-802

HEBEI BROTHER HAO PLASTICS PRODUCTSWENLING SANMU
MACHINE ELECTRICITY

AITCOOL JIANGSU YUANZHUO EQUIPMENT MANUFACTURING

NINGBO HRALE PLATE HEAT EXCHANGER jiangyin hugenau heat 
exchange equipment

WUXI LENGE PURIFICATION EQUIPMENTJIANGSU ZHAOSHENG BUILDING MATERIAL

東京計器

2-804 2-803

2-512

2-408

2-4092-410

2-513

2-514

2-703

2-213

2-6092-610

2-6112-612

2-702

2-606

2-6072-608

2-6132-6142-615

2-405

2-406

2-5092-511

2-407

2-510

2-104

2-3152-316

2-320

2-317

2-318

2-319

2-212

2-103 2-102

2-2082-209

2-2102-211

2-3112-321

2-313

2-314
2-322

2-2012-2022-203

2-204

2-2052-206

2-3012-3022-3032-3042-3052-306

2-3072-3082-310 2-309

2-207

2-403

2-404

2-5012-5022-5032-5042-505

2-401

2-402

2-5062-5072-508

2-6012-602

2-6032-604

1-802
2-801

1-6081-611

1-7031-7042-701

1-615

1-616
1-612 1-6091-610

1-4091-4101-4111-412

1-413

1-5081-509

1-510

1-511

1-512

1-3171-3181-320

1-319
1-3131-3141-3151-316

1-2051-206

1-210

1-208

1-2071-209

1-1021-103 1-101

1-2021-2031-204

1-301
1-302

1-3031-304
1-305

1-306

1-3071-3081-309

1-310

1-311

1-312

1-513
1-505
1-506

1-507

1-504

1-4011-402

1-5021-503

1-6011-6021-603

1-6041-605

1-6061-607

1-7011-702

1-4031-4041-4051-406

1-4071-408

1-104 1-105 1-106

1-201

1-501

1-801

1-804

1-803

1-807 1-806

China Chamber of Commerce for Import & Export
of Machinery & Electronic Products(CCCME)

2-101A 2-101B 2-101C 2-101D 2-101E 2-101F

会場図  
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正栄

KK KPC/
日星産業

プロステップ

メイワ

空調
タイムス社

イズミ技研

トヨックス

明和
産業

アルファ技研

ゼンシン

テクノブレーン

システム空調

エアペックス
エンジニアリング

リークラボ・ジャパン

協栄産業

シモヤマ

エア・リキード工業ガス

日電工業

日本
マグネティックス

アトムズ

オリオン機械

古河
テクノマテリアル

Robinair/
ROBINAIR

ホクエイ

江洋
ラヂエーター

スイデン

日比谷
総合設備

安川電機

サンコー

環境省フロン対策室

日本盾安国際

MYUNG JIN

ITAP

ZHEJIANG HONGSEN MACHINERY

WITTY MATE
CORPORATION

日本デコラックス

GUANG DONG HANGJI METAL
PRODUCT INDUSTRIES

Yantai Henghui Copper Industry

ZHEJIANG SELENO
SCIENCE AND
TECHNOLOGY

エヌ・エス・シー 日本キスラー

東京ブレイズ

DESICCANT ROTORS INTERNATIONAL ZHEJIANG GOLDENSEA ENVIRONMENT TECHNOLOGY

NANJING TICA
AIR-CONDITIONINGWOLONG

ELECTRIC
GROUP

Mueller
Refrigeration

星朋
商工

日本熱供給
事業協会

アオホンケミカルジャパン・SARE

イズミシステム
設計

昭和鉄工

原製作所

商談コーナー

ラウンジ

中国制冷展 2016

タイロン

商談
コーナー

シュナイダー
エレクトリック

潮

Giacomini Asia-
Pacific Limited

ナスコフィッティング

内田洋行ITソリューションズ

パナソニック インフォメーションシステムズ

プレゼンテーション
ステージ

横浜油脂工業

クボタ
電気機器開発営業部/

クボタ空調
クボタシーアイ

Legend Lifestyle
Products

CALEFFI

MDI 西日本 カナオカ
機材

ダイアン・サービス フリアーシステムズジャパン

ジール・アベッグ・ジャパン

Sapa Precision Tubing (Suzhou) 

ケマーズ/三井･デュポンフロロケミカル

SHECCO JAPAN

ANHUI ZHONGHUI REFRIGERATION/
QINGDAO KAITUO LONGHAI REFRIGERATORY ACCESSORY

Energy & Utility Innovation!
ENEX / Smart Energy Japan / 電力・ガス新ビジネスEXPO2017

AIKO CLAMP
BLYGOLD JAPAN

VIR-Valvoindustria
Ing.Rizzio

OventropAJ

Bo Sung silicone

IVAR

Korea Refrigeration and
Air-conditioning Industry Association

ラウンジ

ZIBO HUANXIN HOUSEHOLD
ELECTRIC APPLIANCE COMPONENT

DANDONG TIANHAO
CLARIFICATION MATERIAL

フルタ電機

熱産業
新聞社

日本冷凍空調学会
サンロード

五島
冷熱

2-802

HEBEI BROTHER HAO PLASTICS PRODUCTSWENLING SANMU
MACHINE ELECTRICITY

AITCOOL JIANGSU YUANZHUO EQUIPMENT MANUFACTURING

NINGBO HRALE PLATE HEAT EXCHANGER jiangyin hugenau heat 
exchange equipment

WUXI LENGE PURIFICATION EQUIPMENTJIANGSU ZHAOSHENG BUILDING MATERIAL

東京計器

2-804 2-803

2-512

2-408

2-4092-410

2-513

2-514

2-703

2-213

2-6092-610

2-6112-612

2-702

2-606

2-6072-608

2-6132-6142-615

2-405

2-406

2-5092-511

2-407

2-510

2-104

2-3152-316

2-320

2-317

2-318

2-319

2-212

2-103 2-102

2-2082-209

2-2102-211

2-3112-321

2-313

2-314
2-322

2-2012-2022-203

2-204

2-2052-206

2-3012-3022-3032-3042-3052-306

2-3072-3082-310 2-309

2-207

2-403

2-404

2-5012-5022-5032-5042-505

2-401

2-402

2-5062-5072-508

2-6012-602

2-6032-604

1-802
2-801

1-6081-611

1-7031-7042-701

1-615

1-616
1-612 1-6091-610

1-4091-4101-4111-412

1-413

1-5081-509

1-510

1-511

1-512

1-3171-3181-320

1-319
1-3131-3141-3151-316

1-2051-206

1-210

1-208

1-2071-209

1-1021-103 1-101

1-2021-2031-204

1-301
1-302

1-3031-304
1-305

1-306

1-3071-3081-309

1-310

1-311

1-312

1-513
1-505
1-506

1-507

1-504

1-4011-402

1-5021-503

1-6011-6021-603

1-6041-605

1-6061-607

1-7011-702

1-4031-4041-4051-406

1-4071-408

1-104 1-105 1-106

1-201

1-501

1-801

1-804

1-803

1-807 1-806

China Chamber of Commerce for Import & Export
of Machinery & Electronic Products(CCCME)

2-101A 2-101B 2-101C 2-101D 2-101E 2-101F
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出展者名 Booth.NO

ア アオホンケミカルジャパン・SARE株式会社 2-602

アサダ株式会社 1-602

株式会社アトムズ 2-503

株式会社アメフレック 2-702

株式会社アルファ技研 1-303

ebm-papst Japan 株式会社 2-509

株式会社イズミ技研 1-509

株式会社イズミシステム設計 1-207

株式会社イチネンTASCO 1-202

因幡電機産業株式会社 電工事業部 1-101

インフィコン株式会社 1-604

株式会社潮 1-204

株式会社内田洋行ITソリューションズ 1-305

ウチヤマコーポレーション株式会社 2-512

エアペックスエンジニアリング株式会社 2-604

エア・リキード工業ガス株式会社 2-319

株式会社エイムス 1-210

株式会社AJ 1-105

株式会社エヌ・エス・シー 1-405

荏原冷熱システム株式会社 1-702

エム・エー・ジェー株式会社 1-312

MDI株式会社 1-407

MDI株式会社 西日本 2-103

株式会社大谷商会 1-316

オリオン機械株式会社 1-310

カ 株式会社カナオカ機材 1-103

株式会社カンキョウエンジニアリング 2-307

環境省フロン対策室 2-318

木村工機株式会社 1-203

CAREL Japan 株式会社 1-608

協栄産業株式会社 2-506

極東工業株式会社 1-605

　– 有限会社塚本空調設備 1-605

株式会社極東商会 1-413

株式会社空調タイムス社 2-511

株式会社クボタ 電気機器開発営業部 1-301

クボタ空調株式会社 1-301

クボタシーアイ株式会社 1-302

経済産業省 2-610

KK KPC/日星産業株式会社 2-508

ケマーズ/三井・デュポンフロロケミカル株式会社 1-513

株式会社神戸製鋼所 1-401

江洋ラヂエーター株式会社 1-206

五島冷熱株式会社 2-309

株式会社コスモ・ソフト 1-307

株式会社コロナ 2-513

サ 株式会社鷺宮製作所 2-703

　– 日本ジー・ティー株式会社 2-703

出展者名 Booth.NO

　– Danfoss A/S 2-703

株式会社三共 2-212

株式会社サンコー 1-411

サンタックス株式会社 1-506

サンポット株式会社 1-320

サンライズ工業株式会社 2-606

株式会社サンロード 1-208

三和商工株式会社 2-503

株式会社ジアン 2-614

ジール・アベッグ・ジャパン株式会社 1-612

株式会社システム空調 1-510

有限会社柴田熔接工作所 1-611

株式会社シモヤマ 1-309

シュナイダーエレクトリック株式会社 1-615

正栄株式会社 2-505

株式会社昭和コーポレーション 1-505

昭和鉄工株式会社 1-102

株式会社スイデン 1-406

株式会社ストーク 1-318

星朋商工株式会社 2-308

ゼンシン株式会社 1-606

タ 株式会社ダイアン・サービス 2-504

ダイキン工業株式会社 1-201

株式会社ダイトー 2-310

タイロン株式会社 1-409

タカギ冷機株式会社 2-612

多久販売株式会社 1-412

株式会社テクネ計測 2-402

テクノブレーン株式会社 1-317

株式会社テストー 1-209

東京ガス株式会社 1-801

東京計器株式会社 1-507

東京ブレイズ株式会社 1-610

東芝キヤリア株式会社 2-514

桃陽電線株式会社 1-306

　– 株式会社東洋機工 1-306

株式会社東洋溶材 2-310

株式会社TOZEN 1-607

株式会社トヨックス 2-409

トレイン・ジャパン株式会社 1-601

ナ ナスコフィッティング株式会社 1-616

株式会社西山製作所 1-313

日電工業株式会社 2-406

日商エアロ株式会社 2-611

日本ピーマック株式会社 2-701

日本ブルカン株式会社 1-503

株式会社日本イトミック 1-603

日本カノマックス株式会社 2-407

出展者一覧  
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出展者名 Booth.NO

日本キスラー株式会社 1-404

日本盾安国際株式会社 2-201

日本デコラックス株式会社 2-403

日本電化工機株式会社 2-104

一般社団法人日本熱供給事業協会 2-404

日本マグネティックス株式会社 2-401

日本冷却器工業会 2-609

公益社団法人日本冷凍空調学会 1-314

一般社団法人日本冷凍空調設備工業連合会 2-603

一般財団法人日本冷媒・環境保全機構 2-801

ネグロス電工株式会社 2-607

有限会社熱産業新聞社 1-315

ハ バクマ工業株式会社 1-205

パナソニック株式会社 2-802

パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社 1-511

株式会社原製作所 2-608

ピーエス工業株式会社 1-502

一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター 2-313

BBKテクノロジーズ 2-408

東尾メック株式会社 1-512

株式会社日阪製作所 2-320

日立アプライアンス株式会社 1-802

　– 日立ジョンソンコントロールズ空調株式会社 1-802

株式会社ビッツァージャパン 1-703

日比谷総合設備株式会社 2-501

株式会社ヒラカワ 1-402

株式会社不二工機 1-701

　– 東和産業株式会社 1-701

株式会社FUSO 1-304

BLYGOLD JAPAN株式会社 2-803

フリアーシステムズジャパン株式会社 2-502

株式会社古河テクノマテリアル 2-510

フルタ電機株式会社 1-311

プロステップ株式会社 2-601

株式会社ホクエイ 1-609

マ 株式会社前川製作所 1-704

三菱重工業株式会社 1-501

三菱電機株式会社 2-213

美浜株式会社 1-508

株式会社メイワ 1-403

明和産業株式会社 2-507

ヤ 株式会社安川電機 2-405

株式会社ヤブシタ 2-410

ユーキャン株式会社 1-408

ユーシー産業株式会社 1-410

横浜油脂工業株式会社 1-308

ラ 株式会社リークラボ・ジャパン 1-319

Robinair/ROBINAIR 2-208

出展者名 Booth.NO

海外 カオリ熱交換器 2-314

中国制冷展2016 2-613

3AC Co., Ltd. 2-211

AIKO CLAMP CO., LTD. 2-804

ANHUI ZHONGHUI REFRIGERATION CO., LTD. / 
QINGDAO KAITUO LONGHAI REFRIGERATORY 
ACCESSORY CO., LTD.

2-209

Bo Sung Silicone Co., Ltd. 1-806

CALEFFI S.p.A 2-317

China Chamber of Commerce for Import & Export 
of Machinery & Electronic Products(CCCME) 2-101

　－NINGBO HRALE PLATE HEAT EXCHANGER CO., LTD. 2-101A

　－�JIANGSU YUANZHUO EQUIPMENT 
MANUFACTURING CO., LTD. 2-101B

　－JIANGSU ZHAOSHENG BUILDING MATERIAL CO., LTD. 2-101C

　－WUXI LENGE PURIFICATION EQUIPMENT CO., LTD. 2-101D

　－AITCOOL INC 2-101E

　－�jiangyin hugenau heat exchange equipment 
co., ltd. 2-101F

DANDONG TIANHAO CLARIFICATION MATERIAL CO., LTD. 2-321

DESICCANT ROTORS INTERNATIONAL PVT. LTD. 2-316

Giacomini Asia - Pacific Limited 2-210

　－株式会社ヨシタケ 2-210

GUANG DONG HANGJI METAL PRODUCT 
INDUSTRIES CO., LTD. 2-305

HEBEI BROTHER HAO PLASTICS PRODUCTS CO., LTD. 2-303

ITAP s.p.a. 2-102

IVAR  SpA 1-807

Korea Refrigeration and Air-conditioning Industry 
Association 1-804

KYUNG DONG R&H CO., LTD. 2-315

Legend Lifestyle Products Corp. 2-301

Mueller Refrigeration, LLC 2-206

MYUNG JIN CO., LTD. 2-311

NürnbergMesse GmbH 2-615

NANJING TICA AIR-CONDITIONING CO., LTD. 2-204

Oventrop GmbH & Co.KG 1-106

Sapa Precision Tubing (Suzhou) Co., Ltd. 1-504

SHECCO JAPAN K.K. 1-803

VIR-Valvoindustria Ing.Rizzio s.p.a. 1-104

WENLING SANMU MACHINE ELECTRICITY CO., LTD. 2-304

WITTY MATE CORPORATION 2-302

WOLONG ELECTRIC GROUP CO., LTD. 2-207

Yantai Henghui Copper Industry Co., Ltd. 2-203

ZHEJIANG SELENO SCIENCE AND TECHNOLOGY CO., LTD. 2-306

ZHEJIANG GOLDENSEA ENVIRONMENT 
TECHNOLOGY Co., LTD. 2-205

ZHEJIANG HONGSEN MACHINERY CO., LTD. 2-202

ZIBO HUANXIN HOUSEHOLD ELECTRIC APPLIANCE 
COMPONENT Co., LTD. 2-322
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 日　　　時：	 平成28年2月23日（火）午前9時50分～10時00分
 場　　　所：	 東京ビッグサイト　東展示棟1階

	 HVAC&R JAPAN 2016　会場入口（東2ホール）前
 テープカッター：	経済産業省 製造産業局 産業機械課 課長　佐脇 紀代志 様

	 （一社）日本冷凍空調工業会 会長　本郷 一郎 様
	 日立ジョンソンコントロールズ空調（株） 執行役員　坪久田 庄二 様
	 （一社）日本冷凍空調工業会 政策審議会 会長　酒井 猛 様

 参　加　者：	 約160名

 日　　　時：	 平成28年2月23日（火）午前11時00分～12時15分
 場　　　所：	 東京ビッグサイト　会議棟1階　レセプションホールA
 主催者代表挨拶：	（一社）日本冷凍空調工業会 会長　本郷 一郎 様
 来 賓 祝 辞：	 経済産業省 製造産業局 産業機械課 課長　佐脇 紀代志 様
 乾 杯 ご 発 声：	 日立ジョンソンコントロールズ空調（株） 執行役員　坪久田 庄二 様
 参　加　者：	 約180名

情報発信コーナー  

開会式  

祝賀レセプション  

  

HVAC&R JAPAN2016の開催テーマ
「さあ、グッ度な未来の冷熱技術を見に行こう。」をキーワードに、「来場者」「出展者」双方のモチベーション向上を目指
して、ブースコンテストの実施やステージ展開を実施いたしました。

▽「あなたが選ぶベストブース！」 
　来場者アンケート兼ブースコンテスト投票

• タブレット端末による来場者アンケート兼ブースコンテスト投票
タブレット端末でスムーズにアンケート入力・抽選を行い、回答者全員にあたる賞
品を用意することで例年以上のブース来場を促進。
多くの方々にアンケート及びブースコンテストに参加いただきました。

▽65インチデジタルサイネージによる大型パネル展示

環境問題への適切な対応、フロン排出抑制法対策、機器・性能表示、安全性への取
り組みなど日本冷凍空調工業会の考える未来のあり方を大型サイネージパネルに
よりご紹介しました。
各パネルは日本語版・英語版にて表示し、海外からの来場者にも広くアピールしま
した。
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商談コーナー  

施設見学会  

　　　  一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構（JRECO）

「効果的な冷媒管理の実現」をテーマに、JRECO「冷媒管理システム」の解説プレゼンテーション及びシステム体験コー
ナーを設置。
また、「省エネ型自然冷媒機器普及促進事業」や「資格認定業務」など、JRECO事業を広く展開しました。

出展者と来場者が落ち着いたスペースでじっくり商談できる専用の商談コーナー・ドリンクカウンターを設置し、
より重要なお客様との特別な空間としてご利用いただきました。

毎回好評いただいている見学ツアーでは、省エネ・省CO2技術を駆使した熱源・空調システムを備える虎ノ門ヒルズの
熱源機械室を訪問しました。

 開催日時： 平成28年2月25 日（木）
　第１回　10：10～11：00（10：00 虎ノ門ヒルズ集合/2F 虎ノ門側エントランス）
　　　　　※�第１回目の見学会は、虎ノ門ヒルズに集合。見学会終了後、バスで東京ビッグサイトに移動。
　第２回　14：00～15：00（13：20 東京ビッグサイト集合）
  　　　※第２回目は、東京ビッグサイトに集合後、バスで虎ノ門ヒルズに移動。

 参 加 者：第１回　37名 / 第２回　33名
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基調講演：会議棟6F  

一般講演：会議棟6F  

2月23日（火）

2月26日（金）

2月25日（木）

2月24日（水）

13:30～14:20

フロン排出抑制法の施行状況等について 
〜フロン類対策等の現状と課題〜

経済産業省 製造産業局 化学物質管理課 オゾン層保護等推進室 室長
米野 篤廣

基調講演Ⅰ

11:00～12:00

フロン排出抑制法における管理者の義務と
設備業者の役割について

一般社団法人日本冷凍空調設備工業連合会 事務局次長
大沢 勉

講演⑦

10:00～10:30

低GWP冷媒"AMOLEA®"の開発

旭硝子株式会社 AGC化学品カンパニー 技術統括本部 
 プロフェッショナル

福島 正人

講演①

15:00～15:45

ISO BACS/BEMSの最新動向とスマートグリッド

協立機電工業株式会社 環境ソリューション部 技師長
豊田 武二

講演④

11:00～11:50

いよいよ始まる建築物省エネ基準の適合義務化 
～建築確認申請における設備機器の性能確認について～
国土交通省国土技術政策総合研究所 住宅研究部 建築環境研究室 主任研究官

宮田 征門

基調講演Ⅳ

14:40～15:30

省エネルギー政策の動向 ～2016以降の展開～

経済産業省 資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部
省エネルギー対策課 課長

辻本 圭助

基調講演Ⅱ

13:00～13:45

省エネ・省CO2に貢献するヒートポンプ技術

一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター業務部 課長
渡邊 幸芳

講演⑧

10:30～11:00

ケマーズ社次世代冷媒の最新情報

三井・デュポンフロロケミカル株式会社 ケミカルズ事業 
 主幹 環境・ビジネス開発

石川 淳一

講演①

16:00～16:45

情報処理センターの活用について
～冷媒管理システムの紹介と活用～

一般財団法人日本冷媒・環境保全機構 専務理事
作井 正人

講演⑤

11:30～12:00

Solstice®（ソルスティス）  低GWP冷媒

ハネウェルジャパン株式会社  
パフォーマンス･マテリアルズ･アンド･テクノロジーズ ゼネラルマネージャー

瀧瀬 勝之

講演①

14:00～14:45

進化し続けるガス空調 
～環境変化を捉えたソリューション開発と超高効率GHP 
XAIR（エグゼア）Ⅱ～

東京ガス株式会社 ソリューション技術部 空調技術チームリーダー
安田 研

講演③

16:00～16:45

二国間クレジット制度（JCM）の最新動向

環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 
市場メカニズム室 国際連携課 国際地球温暖化対策室 国際企画官

水野 勇史

基調講演Ⅲ

11:00～11:30

温暖化規制対応用に開発した冷蔵冷凍用冷媒

ダイキン工業株式会社 化学研究開発センター
グループリーダー 主席研究員

柴沼 俊

講演①

10:00～10:45

ヒートポンプ機器の性能評価に関するJATL研究活動について

一般財団法人日本空調冷凍研究所 
専務理事／所長　竹内 智芳
技術部担当部長　平田 亮太

講演⑥

13:00～13:45

Ｈ26年度　中国における特許出願技術動向調査 
–空気調和機（エアコン）–

特許庁 審査第二部 冷却機器 審査官
小野田 達志

講演②
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特別企画：会議棟6F  

恒例企画：会議棟6F  

出展者プレゼンテーション：東２ホール プレゼンテーションステージ  

2月24日（水）

2月25日（木）

13:00～13:30

冷媒管理の最新動向
－日本冷凍空調工業会の取り組み

一般社団法人日本冷凍空調工業会 専務理事
　岡田 哲治

特別企画

2月23日（火）
14:00～14:45

安川マトリクスコンバータU1000と新製品GA700のご紹介
株式会社安川電機 インバータ事業部 事業推進部 販売推進課

真木 孝徳

2月24日（水）

14:00～14:45

省エネ型自然冷媒機器の導入がもたらすメリットの紹介

省エネ型自然冷媒機器メーカー数社

2月25日（木）
13:00～13:15

地域熱供給の現況について
一般社団法人日本熱供給事業協会 広報部長

水渓 孝章

13:15～13:45

田町駅東口北地区におけるスマートエネルギーネットワーク構築
一般社団法人日本熱供給事業協会 スマートエネルギーネットワークシステム部 マネージャー

坂齊 雅史

14:00～14:45

CAREL 電子膨張弁 ExVシステムのご紹介
CAREL Japan 株式会社 代表取締役社長

柴田 勝紀

2月26日（金）
14:00～14:45

安川マトリクスコンバータU1000と新製品GA700のご紹介
株式会社安川電機 インバータ事業部 事業推進部 販売推進課

真木 孝徳

13:30～14:10

次世代冷媒に関する技術動向について

東京大学  新領域創成科学研究科 人間環境学専攻 教授
　飛原 英治

特別企画

14:50～15:30

世界のHFC削減活動に対する米国業界支援

Alliance for Responsible Atmospheric Policy, Director,  
Mr. Stephen Van Maren

特別企画

16:10～16:50

オーストラリアにおける冷媒管理政策について

Refrigerants Australia, Executive Director,
Dr. Greg Picker

特別企画

14:10～14:50

欧州の冷媒（フロンガス）政策について 
Fガス規制導入後の最新状況

The European Partnership for Energy and the Environment, 
AP EuroConsult sprl, Director General, Ms. Andrea Voigt

特別企画

13:30～16:50

日本冷凍空調学会　技術賞セミナー

公益社団法人日本冷凍空調学会

恒例企画

15:30～16:10

中国における代替冷媒開発状況について

China Refrigeration and Air-Conditioning Industry Association, 
Deputy Director, Ms. Liu Yan Song

特別企画
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アンケート結果  

2018年の次回開催に向けて、様々なお声をお聞かせいただきました。
ご協力ありがとうございました。

Q2 Ｑ1で初めてと答えた方にお聞きします。
本展示会を何から見聞きして知りましたか。

本展へのご来場は何回目ですか。Q1

Q3 ご来場の目的は何ですか。（複数回答） Q4 お目当ての出展物・情報はございましたか。

Q5 Q4でお目当ての出展物・情報が「あった」と答えた方に質問いたします。 Q6 併催行事の基調講演、一般講演、セミナーについてお聞かせください。

Q7 併催行事の特別企画（海外工業会キーパーソンのプレゼンテーション）
についてお聞かせください。

① 出展者からの招待状
② 主催者（事務局）からの招待状
③ 日冷工ホームページで知った 
④ 一般新聞の広告、記事で知った
⑤ 業界新聞の広告、記事で知った
⑥ ネットニュース、メールマガジン等で
　 知った
⑦ その他

① あった
② 展示されていないが資料はあった
③ なかった

① その商品を購入する予定
② 見積を依頼する予定
③ その他

① 今後も引き続き開催して欲しい
② どちらでも良い
③ 開催しなくても良い
④ 知らなかった
⑤ 他の併催行事を企画してほしい

 新製品・新技術の動向、調査及び情報収集     1703

 資料の入手    831

 設備・設計等のため   399

 業界・市場への一般的興味   361

 商談・製品購入等の検討のため  215

 特定の企業・製品を見るため  199

 その他 10

① 57.9%

① 76.8%② 13.5%

　③ 9.7%

② 9.3%

③ 6.4%

⑤ 5.9%

④ 4.7%

⑥ 9.8%

⑦ 6.0%

① 15.9%

② 60.5%

③ 23.6%

① 71.8%
② 19.5%

③ 1.3%
④ 7.4% ⑤ 0.0%

（件数）

0 500 1000 1500 2000

① 今後も引き続き開催して欲しい
② どちらでも良い
③ 開催しなくても良い
④ 知らなかった
⑤ 他のグローバルイベントを企画して欲しい

① 44.0%

② 34.7%

③ 2.7%

④ 18.6%

⑤ 0.0%

Q8 併催行事の施設見学会（虎ノ門ヒルズ施設見学）について
お聞かせください。

① 今後も引き続き開催して欲しい
② どちらでも良い
③ 開催しなくても良い
④ 知らなかった
⑤ 他の施設見学を企画して欲しい

① 37.2%

② 31.8%

③ 2.2%

④ 28.7%

⑤ 0.1%

① 今回が初めて
② 過去 1 回
③ 過去 2 ～ 3 回
④ 過去 4 ～ 5 回
⑤ ほぼ毎回来場している

① 47.4%

② 10.1%

③ 18.0%

④ 11.2%

⑤ 13.3%

  来場者アンケート（有効回答者数：2,275）
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  出展者アンケート（有効回答社数：102）

●大変素晴らしい。会場の明るさ、広さがちょうどよい。 
係員の説明も良かったです。

●各メーカーの開発の思いが理解しやすい
●活況でこちらも気持ちが入ります。次回も来場したいと思います。
●これからも技術の向上に期待したい
●知識のスキルアップにつながった
●最先端の空調設備機器情報を見れて良かった。
●事前登録はよかった

●日本一の展示会素晴らしい 
●次回は出展します
●いろんなブースを見学できて今後の業務に行かしていきたいです
●ここ最近、参加させていただいておりますが最新の技術がわかりやすく、説明付で

実機を見ることが出来るためいい勉強になります。今後も開催日時が合えば参加さ
せてください

●普段なかなか見られない機器を見ることができ、楽しかったです。
●引き続きの開催を楽しみにしています。

●大企業が展示される中、小さな企業でも出展できる すばらしい展示会を開催頂きありがとうございます。

●講演会の新たな取り組みはよかったと思います。

●展示小間と通路の配置に工夫が見られ、非常に良かったと思います。次回も是非出展したいと考えておりますので、 
何とぞよろしくお願い申し上げます。

●ガス業界と連携して、本当の意味でHVAC&R業界が全て揃う本物のHVAC&R展へ発展 ・展開させて頂きたい。

●他分野の方が来られると別視点での拡販につながったので、次回開催の際には別の展示会と提携できるとありがたいです。

来場者の声  

出展者の声  

 新規ユーザーの開拓                                                                   72

 新製品のPR                                                                69

 企業PR・知名度の向上                                                               68

 製品に対する来場者の意見収集                                  36

 代理店の発掘              14

 同業他社・業界の兼ね合い            12

 主催者団体との兼ね合いまたはお付き合い          10

 その他  1

Q2 今回出展された目的について（複数回答）Q1 本展へのご出展回数について

Q3 今回出展された感想について Q4 貴社ブースを訪れた来場者について

Q5 来場者に対する満足度について Q6 次回「HVAC&R JAPAN 2018」への出展について

① 大変よかった
② まあまあだった
③ あまり効果がなかった

① とても多かった
② 多かった
③ 想定通り
④ やや少なかった
⑤ とても少なかった

① 期待以上
② 期待通り
③ 商売に合致しない来場者が多い
④ まったくターゲットから外れている
⑤ 同業者が多い
⑥ その他

① 今回より小間数を増やして出展する
② 今回同様の小間数にて出展する
③ 今回より小間数を減らして出展する
④ 小間数は未定だが出展の方向で検討する
⑤ 出展するかどうかは未定
⑥ 出展しない

① 44.1%② 53.0%

③ 2.9%

① 初めて
② 2 回目
③ 3 回目以上

① 17.7%

② 12.7%

③ 69.6%

① 4.9%

② 23.5%

③ 34.3%

④ 31.4%

⑤ 5.9%

① 8.8%

② 41.2%

③ 2.9%

⑤ 21.6%

④ 23.5%

① 3.9%

② 75.5%

③ 8.8%

④ 1.0%

⑥ 2.0%
⑤ 8.8%

（件数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

⑤ 2.0%

「初めて」とお答えいただいた方の
主なご出展理由
・空調関連の大規模で知名度のある

展示会のため
・製品PRをするのにマッチングした

展示会のため
・新技術紹介と会社名認知のため
　　   　　　　　　　　　　　ほか
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第1回ベストブースコンテスト結果  
① 注目製品の出展があった
② 展示内容がわかりやすかった
③ ブース説明員の対応が良かった
④ ビジネス目的が達成できた（できそう）

⑤ �施工・装飾等ブース全体の印象が 
良かった

⑥ その他

ダイキン工業株式会社　殿

  全出展者の部

① 20.9%

② 44.0%

③ 16.1%

④ 6.7%

⑤ 12.1%
⑥ 0.2%

三菱電機株式会社　殿

① 28.3%

② 32.4%

③ 22.2%

④ 8.2%

⑤ 8.9%
⑥ 0.0%

日立アプライアンス株式会社　殿

① 19.3%

② 32.7%
③ 26.0%

④ 10.8%

⑤ 11.2%
⑥ 0.0%

⑥ 0.0%

パナソニックインフォメーション
システムズ株式会社　殿

① 13.5%

② 44.2%

③ 21.1%

④ 7.7%

⑤ 13.5%

因幡電機産業株式会社
電工事業部　殿

① 17.5%

② 35.0%

③ 12.5%

④ 10.0%

⑤ 25.0%

⑥ 0.0%

株式会社クボタ
電装機器開発営業部　殿

① 37.5%

② 16.6%

③ 25.0%

④ 4.2%

⑤ 12.5%

⑥ 4.2%

  10小間未満出展者の部

第1位

第2位

第3位

第1位

第2位

第3位
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広報・宣伝活動  

当工業会によるプロモーション活動の他、各メディアをはじめ、関係各社・団体のご協力を得て、
多面的な広報展開を実施しました。

  各種広報ツール

HVAC&R JAPAN 2016のPRブースとして「Chillventa 2014（ドイツ）」、「中国制冷展2015（中国）」に出展。
アジアをはじめ世界各国の企業と交流をはかり、HVAC&R JAPAN 2016へのグローバルな出展勧誘および来場プロ
モーションを実施しました。

  海外プロモーション

 来場案内

 キービジュアル

 ホームページ http://www.hvacr.jp/

日付 時間 会場 内容 講演者 講演タイトル

月
23
日
（火）

13：30-14：20 基調講演Ⅰ
経済産業省 製造産業局 化学物質管理課
オゾン層保護等推進室　米野 篤廣 フロン排出抑制法の施行状況について（仮）

14：40-15：30 6F 607+608 基調講演Ⅱ
経済産業省 資源エネルギー庁 省エネルギー・
新エネルギー部 省エネルギー対策課
課長　辻本 圭助

我が国の省エネルギー施策について

16：00-16：45 基調講演Ⅲ
環境省 地球環境局 地球温暖化対策課　
市場メカニズム室 国際連携課 国際地球
温暖化対策室 国際企画官　水野 勇史

二国間クレジット制度（JCM）の進捗状況について（仮）

月
24
日
（水）

11:00-11:50 6F 607+608 基調講演Ⅳ
国土交通省国土技術政策総合研究所
住宅研究部 建築環境研究室 
主任研究官　宮田 征門

いよいよ始まる建築物省エネ基準の適合義務化
～建築確認申請における設備機器の性能確認について～

13:00

～

17:00
（仮）

6F 607+608
特別企画

（和英同時
通訳）

東京大学 新領域創成科学研究科
人間環境学専攻 教授　飛原 英治　 次世代冷媒に関する技術動向について

European Partnership for Energy and 
the Environment, AP EuroConsult sprl, 
Director General, Ms. Andrea Voigt

New f-gas rules in the EU; the latest situation in EU one 
year after the entry into force. 

The Alliance for Responsible 
Atmospheric Policy, Director, 
Mr. Stephen Van Maren

Industry Activities to Promote Responsible Global HFC 
Management and Policies

China Refrigeration and Air-Conditioning 
Industry Association, Secretary General, 
Mr. Zhang Zhaohui
Deputy Director, Ms. Liu Yan Song

Refrigerant Substitution Development in China

Refrigerants Australia, 
Executive Director, Dr. Greg Picker Refrigerant Management Policy in Australia

一般社団法人日本冷凍空調工業会
専務理事　岡田 哲治

Refrigerant Management Policy in Japan; the latest 
situation in Japan one year after the entry into force of 
new law.

月
25
日
（木）

10:00-10:30

6F 607

講演①

旭硝子株式会社 AGC化学品カンパニー 
技術統括本部 プロフェッショナル　福島 正人 低GWP冷媒"AMOLEA®"の開発

10:30-11:00 三井・デュポンフロロケミカル株式会社 ケミカルズ
事業 主幹 環境・ビジネス開発　石川 淳一 ケマーズ社次世代冷媒の最新情報

11:00-11:30
ダイキン工業株式会社 化学研究開発センター 
グループリーダー 主席研究員　柴沼 俊 温暖化規制対応用に開発した冷蔵冷凍用冷媒

11:30-12:00
ハネウェルジャパン株式会社  パフォーマンス･
マテリアルズ･アンド･テクノロジーズ ゼネラル
マネージャー　瀧瀬 勝之

安全性と省エネ性を両立する低GWP冷媒「Solstice®」
～HFO3種およびそのブレンド新次世代冷媒の世界標準化を
見据えた展開最新動向について～

13:00-13:45 講演② 特許庁 審査第二部 冷却機器
審査官　小野田 達志

Ｈ26年度　中国における特許出願技術動向調査
-空気調和機（エアコン）-

14:00-14:45 講演③ 東京ガス株式会社 ソリューション技術部
空調技術チームリーダー　安田 研

進化し続けるガス空調 
～環境変化を捉えたソリューション開発と超高効率GHP
XAIR（エグゼア）Ⅱ～

15:00-15:45 講演④ 協立機電工業株式会社 
環境ソリューション部 技師長　豊田 武二 ISO BACS/BEMSの最新動向とスマートグリッド

16:00-16:45 講演⑤ 一般財団法人日本冷媒・環境保全機構 
専務理事　作井 正人

情報処理センターの活用について
～冷媒管理システムの紹介と活用～

10:00-10:45
6F 608

講演⑥
一般財団法人日本空調冷凍研究所 
専務理事／所長　竹内 智芳
技術部担当部長　平田 亮太

エアコンの性能評価に関する研究活動と今後の展開について

13:00-16:00 恒例企画 公益社団法人日本冷凍空調学会 日本冷凍空調学会　技術賞セミナー

月
26
日
（金）

11:00-12:00

6F 607

講演⑦ 一般社団法人日本冷凍空調設備工業連合会
事務局次長　大沢 勉　

フロン排出抑制法における管理者の義務と設備業者の役割に
ついて

13:00-13:45 講演⑧ 一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター
業務部 課長　渡邊 幸芳 省エネ・省CO2に貢献するヒートポンプ技術

◀ 和文来場案内
◀  ホームページTOP

▼  Chillventa 2014 ▼  中国制冷展2015

出展者検索ページ ▶

◀ 英文来場案内

出展者による入稿システム「出展者専用WEB」を活用し、企業情報だけでなく、展示予定製品や
見どころをウェブ掲載しました。これにより来場者は、開催前から「社名や関連キーワード」によ
る検索の他、「出品製品カテゴリー」による絞り込みで、お探しの製品・技術を見つけやすくなり
ました。

Date Time Room No. Content Speakers Theme

23rd 
February
Tuesday

13：30-14：20 Keynote 
speech Ⅰ

Ministry of Economy, Trade and Industry, Fluoride Gases Managemnt Office
Manufacturing Industries Bureau, Director, Mr. Atsuhiro Meno

Enforcement status of Act on the Rational Use and Proper 
Management of Fluorocarbons

14：40-15：30 6F 
607+608

Keynote 
speech Ⅱ

Ministry of Economy, Trade and Industry, Energy Efficiency and 
Conservation Division Agency For Natural Resources and Energy, 
Director, Mr. Keisuke Tsujimoto

Energy Efficiency & Conservation Policies in Japan

16：00-16：45 Keynote 
speech Ⅲ

Ministry of the Environment, Office of Market Mechanisms, and
Office of International Strategies on Climate Change, Global Environmental 
Bureau, Director for International Negotiations, Mr. Yuji Mizuno

Recent Progress of the Joint Crediting Mechanism (JCM)

24rd 
February
Wednesday

11:00-11:50 6F 
607+608

Keynote 
speech Ⅳ

National Institute for Land and Infrastructure Management, 
Building Environment Division, Housing Department, 
Senior Researcher, Mr. Masato Miyata

The mandatory compliance of building energy efficiency standard 
is about to start in Japan～Performance eveluation process of 
building equipment in the building confirmation application～

13:00

～

17:00 
(Tentative)

6F 
607+608

Special Events
(Japanese-

English 
simultaneous 
interpretation)

The University of Tokyo, Graduate School of Frontier Sciences, 
Professor, Mr. Eiji Hihara Technology trends in the next-generation refrigerant

European Partnership for Energy and the Environment, AP 
EuroConsult sprl, Director General, Ms. Andrea Voigt

New f-gas rules in the EU; the latest situation in EU one year 
after the entry into force. 

The Alliance for Responsible Atmospheric Policy, 
Director, Mr. Stephen Van Maren

Industry Activities to Promote Responsible Global HFC 
Management and Policies

China Refrigeration and Air-Conditioning Industry Association, 
Secretary General, Mr. Zhang Zhaohui
Deputy Director, Ms. Liu Yan Song

Refrigerant Substitution Development in China

Refrigerants Australia, Executive Director, Dr. Greg Picker Refrigerant Management Policy in Australia

The Japan Refrigeration and Air Conditioning Industry Association 
(JRAIA), President, Mr. Tetsuji Okada

Refrigerant Management Policy in Japan; the latest situation in 
Japan one year after the entry into force of new law

25th 
February
Thursday

10:00-10:30

6F 607

Lecture ①

ASAHI GLASS CO.,LTD.  AGC Chemicals, Technology Management 
General Div.,  Professional, Mr. Masato Fukushima

Next Generation Low-GWP Refrigerants "AMOLEA®"

10:30-11:00
DuPont-Mitsui Fluorochemicals CO., Ltd., Fluorochemicals, 
Environment/Business Development Manager, 
Mr. Junichi Ishikawa

Low GWP Next Gen Refrigerant Offering by Chemours

11:00-11:30
Daikin Industries, Ltd., Chemical Research & Development 
Center, Group Leader/Chief Researcher, Mr.Takashi Shibanuma

Newly Developed Refrigerants for Refrigeration, meeting Global 
Warming Regulations

11:30-12:00 Honeywell Japan Inc., Performance Materials and Technologies, 
General Manager, Mr. Katsuyuki (Ken) Takise

Low-GWP HFOs and the Blends "Solstice®" meet Safety and Energy 
Efficiency～Next Generation Refrigerant Development of HFOs and 
the Blends in the scope of Global Standardization～

13:00-13:45 Lecture ②

Japan Patent Office, Patent Examination Department (Mechanical 
Technology)
Refrigerating and Air-conditioning Engineering Sub-Division, 
Examiner, Mr. Tatsushi Onoda

Chinese Patent Application Technological Trend Research 
- Air Conditioner - （Fiscal year 2014）

14:00-14:45 Lecture ③ TOKYO GAS CO.,LTD, Solution Technology Dept., 
Manager, Mr. Ken Yasuda

Evolution of the air-conditioning system that runs on gas～
Development of ultra-high-efficiency GHP XAIRⅡ and solution 
that follows the changes in the market environment～

15:00-15:45 Lecture ④ KYORITSU-KIDEN CO., LCD, Chief Engineer, Mr.Takeji Toyoda The Latest Trends of ISO BACS/BEMS and Smart Grid

16:00-16:45 Lecture ⑤ Japan Refrigerants and Environment Conservation Organization, 
Exective Director, Mr. Masato Sakui

Application for Information Center　～Management of 
Refrigerants for apparatus owner by appling JRECO system～

10:00-10:45
6F 608

Lecture ⑥
Japan Air Conditioning and Refrigeration Testing Laboratory, 
Executive Director, Mr. Tomoyoshi Takeuchi
Senior Manager, Mr. Ryota Hirata

Introduction of  Studies on the Performance Tests of the Air 
Conditioners and Future Target

13:00-16:00 Regular  
event Japan Society of Refrigerating and Air Conditioning Engineers The Seminar of Technology Award

26th 
February

Friday

11:00-12:00

6F 607

Lecture ⑦ Japan Association of Refrigeration and Air-Conditioning 
Contractors, Vice-Director at secretariat, Mr. Tsutomu Osawa

About the duty of the manager(owner) of the apparatus in the 
Act on Rational Use and Proper Management of Fluorocarbons 
and the role of the facilities supplier

13:00-13:45 Lecture ⑧ Heat Pump & Thermal Storage Technology Center of Japan, 
Business Coodination Dept., Manager, Mr. Yukiyoshi Watanabe

Heat pump technology to contribute to energy conservation and 
low-carbon
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 日経IDターゲティングメール　約1万通　実施日：2015/12/8

  新聞・雑誌への広告・ラジオCM・特集記事掲載

•日経産業新聞 

•日刊工業新聞

•日経IDターゲティングメール

•日本経済新聞

•空調タイムス

•TOKYO FM

•経産新報

• JARN

媒体名一覧

 日経産業新聞　発行部数：約13万部　掲載日：2015/7/15  日刊工業新聞　発行部数：約42万部　掲載日：2015/7/31

出展者募集広告

来場者動員（事前登録推進）広告
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 経産新報　発行部数：約1,500部　掲載日：2016/1/25

 JARN　WEBバナー掲載　掲載期間：2016/1/18〜2/26

 日本経済新聞　発行部数：約274万部

掲載日：2015/12/18 掲載日：2015/11/29

掲載日：2016/1/5、2/5

掲載日：2016/2/18

 空調タイムス
　  発行部数：約2万部　掲載日：2016/1/13、2/10、2/23

 TOKYO FM 「ドライバーズ・インフォ」（ラジオCM放送）
　  実施日：2016/1/2〜3、14〜15、21〜22、28〜29　計8回

自宅外での接触も高いラジオCMを利用した広報活動を実施。
【聴取可能エリア】

来場者動員広告



展示会についてのお問い合わせ

※2016年4月より、下記連絡先に変更になります。 

HVAC&R JAPAN 事務局
〒105-8335　東京都港区芝3-23-1　セレスティン芝三井ビルディング 

TEL: 03-5657-0755　FAX: 03-5657-0645　E-mail: hvac@jtbcom.co.jp

2018年2月下旬開催
幕張メッセ

www.jraia.or.jp


